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高温超伝導体 Bi2Sr2CaCu2O8+δ(Bi2212)内の固有ジョセフソン接合系をメサ状に成形し接合の積

層方向に DC 電圧を印加することで、メサ部の幾何学的共振周波数に対応する周波数をもつ単色

テラヘルツ波が得られる[1]。我々はメサをアレイ化することでジョセフソン接合数を増やし、か

つこれらを位相同期させることで発振の高強度化を目指している。高熱伝導性基板表面にプリン

トした開口アレイをメサアレイに直接接合することで、アレイ化に伴うヒーティングへの対処と

位相同期の促進を図る。2020年秋季の講演では、そのような素子からのテラヘルツ波放射が高

い指向性をもつことを報告した[2]。2021年秋季の講演では開口の形や大きさを変えた素子につ

いて報告した[3]。発振周波数が、メサアレイが載る Bi2212基盤やメサアレイに被せたアルミナ

基板の影響を受けることが示唆された。これらの結果を理解し今後の素子開発に生かすため、有

限要素解析ソフトウェア COMSOL Multiphysics による電磁場シミュレーションを行ったので報

告する。 

図 1は、Bi2212基盤とアルミナ基板に

挟まれた１つの 80 μm×400 μm矩形メサか

らなる素子が遠方に生じるテラヘルツ波の

放射分布を、周波数をパラメータとして示

す。メサの長辺側の両側面に給電点として

集中ポートを設定し、逆位相、同振幅で励

振している。メサ直上に高い指向性をもつ

放射が現れることが確認された。このような

放射分布はアルミナ基板を除いた計算では確認されなかったことから、メサに被せるアルミナ基

板がテラヘルツ波の放射指向性に大きな効果をもつことが示された。講演では、この計算の詳細

やその他の計算結果についても報告する。 
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図 1 Bi2212メサ素子から生じる 

テラヘルツ波の放射分布 
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